
 
  

４ 履修計画の立て方 

 

 

 

       履修計画は各学期開始前（前期：4 月上旬，後期：9 月中旬～下旬）に行う。 

①「各学部・学科の履修細目」を確認 → カリキュラムを理解する 

22 ページ以降の所属学部・学科の「履修細目」を見て必要な単位数や修得すべき科目等を把握してください。 

 

②「適切な履修登録単位数」を確認 → 上限単位数を理解する 

多く履修しすぎると事前事後の学習がおろそかになり，結果として身につかないことになるため，１年次の

基幹教育科目においては集中講義などを除き，前期に２３単位，１年間に４２単位以内に抑えて履修登録す

るように計画してください。 

 
 

③「基幹教育科目授業時間割」･「シラバス」を確認 

→ 「遠隔授業」の単位数に注意（8 ページ）しながら，１年間の履修計画を立てる 

185 ページの「時間割」に年間の履修計画を書き込みましょう。作成は以下の流れに沿ってください。 

１）「必修科目」の科目名・教員名・単位数を，所属学部･学科の履修細目と A 表・B 表を基に書き入れる。 

２）「選択必修科目」の科目名・教員名・単位数を，87 ページ以降の科目概要やシラバスを書き入れる。 

３）１）及び２）で書き入れた科目の単位数を合計し，適切な履修登録単位数に照らして，その学期にあと何

単位分の科目の履修が可能か把握する。 

４）３）で計画した単位数を踏まえ，自らの興味・関心に応じて，総合科目，言語文化科目，文系ディシプ

リン科目，理系ディシプリン科目，健康・スポーツ科目などの中から履修する科目を選択する。 

※ 文系ディシプリン科目や理系ディシプリン科目（教養系・リメディアル系の一部），総合科目などの選択

系科目については，事前申請が必要な場合があります。受講が許可されなかった場合に備えて，第２・第３

の候補を考えておきましょう。 

 

④ Ｗｅｂ履修登録 ９ページ以降を参照。 

 

【 適切な履修登録単位数 】 

  １年次（１年間）    ：基幹教育科目４２単位以内 

  １年前期（春・夏学期含）：基幹教育科目２３単位以内 

  １年後期（秋・冬学期含）：４２単位と１年前期（春・夏学期含）の修得単位数の差 

ただし，以下に該当する科目は上限単位数に含めずに計上してください。 

 (1) 入学前の既修得単位等を基幹教育科目として単位認定されたもの 

(2) 交流協定等に基づき他大学等で修得した単位を基幹教育科目として単位認定されたもの 

 (3) 集中講義 ※ QREC 提供科目は，集中講義扱いとなります。 

 (4) 学期開始後に新たに開講が決定した科目 

 (5) 外国語検定試験の成績により単位認定されたもの 

  (6) 専攻教育科目 ※専攻教育科目の履修方法等は，各学部・学科の指示に従うこと 

基幹教育科目の１年次での標準的な修得単位数は 36 単位です。 
※１年次に修得できる単位数の上限は 42 単位です（一部科目の単位数は含めない）。 

【時間割の見方】（令和５年度版－１年生用）

「基幹教育科目開講時間割枠（A表）」 「基幹教育科目開講科目一覧（B表）」 により，授業計画を立ててください。

　　　※下記は例示であり，実際の時間割とは異なります。

　

【重要：遠隔授業の実施と上限単位数について】

「遠隔授業」で修得した単位数のうち，卒業要件単位数に含められる単位数には上限があります。
　　授業全体の半数以上（例えば全15回の授業のうち8回以上）が遠隔（オンライン，オンデマンド，ハイフレックスの形式）で実施される授業が「遠隔授業」です。
　　ただし，授業の半数未満が遠隔で実施される場合は，「遠隔授業」には該当しません。

　　例として，卒業要件単位数が124単位の学部・学科について，「遠隔授業」の上限単位数は60単位です。
　　※学部・学科により異なります。所属学部の学生便覧等でよく確認してください。

「遠隔授業」の履修に関する注意事項は以下のとおりです。
　　・「遠隔授業」としてカウントされる科目には必修科目も含まれます。
　　　つまり， 必修かつ「遠隔授業」である講義で修得した単位については，必然的に上限単位数に計上されます。
　　・基幹教育科目，専攻教育科目を問わず，「遠隔授業」で修得した単位は上限単位数の対象となります。

　　　基幹教育科目で修得できる「遠隔授業」の単位数は，上限単位数のうち１４単位を目安にしています。
　　　「学術英語・再履修」や放送大学の科目は「遠隔授業」に該当するため，当初の履修計画より意図せず「遠隔授業」の単位数が多くなる可能性があります。
　　　
「遠隔授業」に該当する講義は，学生ポータルシステム（Campusmate-J）の履修登録・成績照会画面に表示され，「遠隔授業」の単位数を確認することができます。

　「遠隔授業」による修得単位数が上限を超えた場合，超過した単位数は卒業要件単位数として計上されないので，よく注意してください。

　　履修計画を立てるときは，この上限単位数を考慮して履修する科目を選択するようにしてください。

　　　したがって，基幹教育科目での「遠隔授業」修得状況によっては，専攻教育科目で修得できる「遠隔授業」の単位数に影響を及ぼします。

　　A表およびB表は，基幹教育院ホームページ ＞ 学生向け情報に掲載されています。

　　【基幹教育院ホームページ】https://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/

　　・授業科目の選択に当たっては，必ず各自のクラスに割り当てられた科目を履修してください。授業によっては，学部学科で対象学生が指定されている

　　・場合や，学生番号によりクラス指定されている場合があります。B表の「対象クラス」の欄には特に注意してください。

　　・受講する授業科目の必修や選択必修の区分，および修得単位数については，22ページ以降の「各学部・学科の履修細目」で確認してください。

　　・時間割の変更は，学生ポータルシステム（Campusmate-J）でお知らせします。

〈A表〉は，各学期の各曜日・時限にどの科目を履修できるか示しています。

・必修科目は黄色，専攻教育科目（所属学部の開講科目）はオレンジ色の時間枠です。

・白い時間枠の個所は，選択必修科目，または選択科目の時間割です。

・空欄は，原則履修できない時間枠です。授業の予習・復習に充ててください。

〈A表〉

〈B表〉は，開講される基幹教育科目の一覧を示しています。

〈A表〉の各時間枠を確認しながら，科目区分・科目名・開講時期・対象クラス・担当教員を確認して，

所属のクラスに割り当てられた科目を選択し，学生ポータルシステム（Campusmate-J）で履修登録を間違いなく行ってください。

また，事前申請欄，備考欄に科目ごとの注意事項が記載されているため，よく確認してください。

左側は春（・秋）学期，

右側は夏（・冬）学期を表します。

〈B表〉

所属学部・学科・クラスを確認してください。
学期を確認してください。
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Ⅱ．基幹教育科目の履修に関する基礎事項
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